
○入間市空き家バンク要綱 

平成２９年１１月８日 

告示第３０６号 

（目的） 

第１条 この要綱は、空き家バンクを設け、空き家の情報を広く提供することにより、空き

家の有効活用を促進し、もって空き家の管理不全の防止及び定住促進による地域の活性化

を図ることを目的とする。 

（定義） 

第２条 この要綱において、次の各号に掲げる用語の意義は、当該各号に定めるところによ

る。 

(1) 空き家 個人の居住を目的として建築され、現に誰も居住していない（近く居住しな

くなる予定である場合を含む。）市内の建物（共同住宅及び分譲等を目的とするものを

除く。）及びその敷地をいう。 

(2) 所有者 空き家に係る所有権（当該所有権を有する者が死亡している場合等は、相続

権を含む。）により、当該空き家の売却又は賃貸を行うことができる者をいう。 

(3) 空き家バンク 空き家の売却又は賃貸を希望する所有者から申込みを受け、当該空き

家の情報を登録し、その情報を、市公式ホームページ等において公開するとともに、市

内への定住等を目的として空き家の利用を希望する者に対し、提供する仕組みをいう。 

(4) 協力会員 市内に事務所を有する宅地建物取引業者（公益社団法人埼玉県宅地建物取

引業協会彩西支部又は公益社団法人全日本不動産協会埼玉県本部所沢支部の会員である

者に限る。）のうち、空き家バンクの趣旨に賛同したものをいう。 

（物件登録） 

第３条 空き家バンクによる登録の対象となる空き家は、次の各号のいずれにも該当するも

のとする。 

(1) 建物の安全性に問題がないと認められること。 

(2) 都市計画法（昭和４３年法律第１００号）、建築基準法（昭和２５年法律第２０１号）

等の法令に違反していないこと。 

(3) 宅地建物取引業者に媒介を依頼していないこと。 

２ 空き家バンクによる空き家の登録期間は、初回登録については、登録日から登録日の属

する年度の翌年度の末日までとし、その後の期間延長については、２年ごとにその登録期

間の更新を受けることができる。 



（物件登録の申込み） 

第４条 空き家バンクによる空き家の登録を受けようとする所有者は、入間市空き家バンク

物件登録申込書（様式第１号）に次に掲げる書類を添付し、市長に提出しなければならな

い。 

(1) 空き家バンク物件登録カード（様式第２号。以下「物件登録カード」という。） 

(2) 所有者であることが確認できる書類 

(3) 建物と敷地の所有者が同一でない場合又は建物若しくは敷地の所有者が複数である

場合は、申込者以外の全ての所有者による、承諾書（様式第３号） 

(4) 前三号に掲げるもののほか、市長が必要と認める書類 

２ 市長は、前項の規定による申込みがあったときは、内容を確認し、その適否を決定し、

入間市空き家バンク物件登録決定・却下通知書（様式第４号）により、申込者に通知する

ものとする。 

（物件登録事項の変更） 

第５条 前条第２項の規定により物件登録の決定を受けた者（以下「物件登録者」という。）

は、当該登録に係る事項に変更があったとき（物件登録者の名義変更を希望する場合を含

む。）は、入間市空き家バンク物件登録事項変更届出書（様式第５号）に次に掲げる書類

を添付し、市長に提出しなければならない。 

(1) 変更内容を記載した物件登録カード 

(2) 前号に掲げるもののほか、市長が必要と認める書類 

（物件登録期間の更新） 

第６条 物件登録者は、登録期間の更新を受けようとするときは、当該登録期間の満了日の

１か月前までに、入間市空き家バンク物件登録期間更新申込書（様式第６号）を市長に提

出しなければならない。 

２ 市長は、前項の規定による申込みがあったときは、内容を確認の上、登録期間を更新し、

入間市空き家バンク物件登録期間更新通知書（様式第７号）により、申込者に通知するも

のとする。 

（物件登録の辞退及び取消し） 

第７条 物件登録者は、次の各号のいずれかに該当するときは、入間市空き家バンク物件登

録辞退申出書（様式第８号）を市長に提出しなければならない。 

(1) 登録期間が満了する前に、空き家バンクによる物件登録を辞退しようとするとき。 

(2) 所有者でなくなるとき（第５条の規定により物件登録者の名義変更を希望するときを



除く。）。 

(3) 宅地建物取引業者に媒介（空き家バンクによるものを除く。）を依頼しようとすると

き。 

(4) 当該空き家の売買又は賃貸借に係る契約締結（空き家バンクによるものを除く。）を

しようとするとき。 

２ 市長は、次の各号のいずれかに該当するときは、空き家バンクによる当該空き家の物件

登録を取り消すものとする。 

(1) 前項の規定による申出があったとき。 

(2) 第３条第１項の登録要件に該当しなくなったと認めたとき。 

(3) 物件登録者が当該空き家に係る所有者でなくなったことが判明したとき。 

(4) 登録期間が満了したとき（前条第２項の規定により登録期間を更新したときを除く。）。 

(5) 当該空き家の売買又は賃貸借に係る契約締結を確認したとき。 

(6) 物件登録の申込内容に虚偽があったことが判明したとき。 

(7) 前各号に掲げるもののほか、空き家バンクによる物件登録について、適当でないと認

めたとき。 

３ 市長は、前項の規定により空き家バンクによる物件登録を取り消したときは、入間市空

き家バンク物件登録取消通知書（様式第９号）により、当該物件登録者に通知するものと

する。 

（物件情報利用登録） 

第８条 空き家バンクによる空き家の情報提供（第２条第３号の規定による市公式ホームペ

ージ等における公開によるものを除く。次条第１項において同じ。）を受けようとする者

は、市長による登録を受けなければならない。 

２ 前項の規定による登録の対象となる者は、次の各号のいずれにも該当する者とする。 

(1) 空き家に定住し、又は定期的に滞在する意思があること。 

(2) 地域住民と協調して生活する意思があること。 

３ 第１項の規定による登録の期間は、初回登録については、登録日から登録日の属する年

度の翌年度の末日までとし、その後の期間延長については、２年ごとにその登録期間の更

新を受けることができる。 

（物件情報利用登録の申込み） 

第９条 空き家バンクによる空き家の情報提供を受けようとする者は、入間市空き家バンク

物件情報利用登録申込書（様式第１０号）に、空き家バンク物件情報利用登録カード（様



式第１１号。以下「物件情報利用登録カード」という。）を添付し、市長に提出しなけれ

ばならない。 

２ 市長は、前項の規定による申込みがあったときは、内容を確認し、その適否を決定し、

入間市空き家バンク物件情報利用登録決定・却下通知書（様式第１２号）により、申込者

に通知するものとする。 

（物件情報利用登録事項の変更） 

第１０条 前条第２項の規定により物件情報利用登録の決定を受けた者（以下「物件情報利

用登録者」という。）は、当該登録に係る事項に変更があったときは、入間市空き家バン

ク物件情報利用登録事項変更届出書（様式第１３号）に変更内容を記載した物件情報利用

登録カードを添付し、市長に提出しなければならない。 

（物件情報利用登録期間の更新） 

第１１条 物件情報利用登録者は、登録期間の更新を受けようとするときは、当該登録期間

の満了日の１か月前までに、入間市空き家バンク物件情報利用登録期間更新申込書（様式

第１４号）を市長に提出しなければならない。 

２ 市長は、前項の規定による申込みがあったときは、内容を確認の上、登録期間を更新し、

入間市空き家バンク物件情報利用登録期間更新通知書（様式第１５号）により、申込者に

通知するものとする。 

（物件情報利用登録の辞退及び取消し） 

第１２条 物件情報利用登録者は、登録期間が満了する前に、空き家バンクによる物件情報

利用登録を辞退しようとするときは、入間市空き家バンク物件情報利用登録辞退申出書（様

式第１６号）を市長に提出しなければならない。 

２ 市長は、次の各号のいずれかに該当するときは、空き家バンクによる当該物件情報利用

登録者の登録を取り消すものとする。 

(1) 前項の規定による申出があったとき。 

(2) 登録期間が満了したとき（前条第２項の規定により登録期間を更新したときを除く。）。 

(3) 物件情報利用登録の申込内容に虚偽があったことが判明したとき。 

(4) 前三号に掲げるもののほか、空き家バンクによる物件情報利用登録について、適当で

ないと認めたとき。 

３ 市長は、前項の規定により空き家バンクによる物件情報利用登録を取り消したときは、

入間市空き家バンク物件情報利用登録取消通知書（様式第１７号）により、当該物件情報

利用登録者に通知するものとする。 



（物件交渉の申込み等） 

第１３条 物件情報利用登録者は、空き家バンクに登録されている空き家の売買又は賃貸借

に係る交渉を希望するときは、入間市空き家バンク物件交渉申込書（様式第１８号）を市

長に提出しなければならない。 

２ 市長は、前項の規定による申込みがあったときは、内容を確認し、入間市空き家バンク

物件交渉申込通知書（様式第１９号）により、当該空き家に係る物件登録者及び協力会員

に通知するものとする。 

３ 前項の規定による通知を受けた物件登録者及び協力会員は、お互いに当該空き家の売買

又は賃貸借に係る交渉について調整するとともに、当該物件交渉の申込者と交渉を行うも

のとする。この場合において、当該交渉を行った協力会員は、速やかに、その結果を市長

に報告するものとする。 

（交渉等の不関与） 

第１４条 市は、空き家バンクにより空き家の情報を登録し、及び提供するのみであって、

その内容を保証するものではなく、当該空き家の売買又は賃貸借に係る交渉、契約等につ

いて、一切関与せず、責任を負わないものとする。 

２ 空き家の売買又は賃貸借に係る交渉、契約等について、疑義、紛争等があるときは、全

て、当該交渉、契約等の当事者間で解決するものとする。 

（雑則） 

第１５条 この要綱に定めるもののほか、必要な事項は、別に定める。 

附 則 

この告示は、平成２９年１２月１日から施行する。 

附 則（令和４年告示第２６３号） 

この告示は、令和５年４月１日から施行する。 

附 則（令和４年告示第３５５号） 

この告示は、令和５年４月１日から施行する。 



 



 



 



 



 



 



 



 



 



 



 



 



 



 



 



 



 



 



 



 



様式第１号（第４条関係） 

（令４告示３５５・一部改正） 

様式第２号（第４条関係） 

（令４告示２６３・一部改正） 

様式第３号（第４条関係） 

様式第４号（第４条関係） 

様式第５号（第５条関係） 

様式第６号（第６条関係） 

様式第７号（第６条関係） 

様式第８号（第７条関係） 

様式第９号（第７条関係） 

様式第１０号（第９条関係） 

（令４告示３５５・一部改正） 

様式第１１号（第９条関係） 

様式第１２号（第９条関係） 

様式第１３号（第１０条関係） 

様式第１４号（第１１条関係） 

様式第１５号（第１１条関係） 

様式第１６号（第１２条関係） 

様式第１７号（第１２条関係） 

様式第１８号（第１３条関係） 

様式第１９号（第１３条関係） 

 


